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若手技術者・修習技術者におけるIPDシステムの導入のイメージ（案）
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優秀な指導者による監督の下での実務経験
(４年(総監は７年))

登録 技術士補
指導者の下
での実務経験

(４年(総監は７年))

IPDシステム
高等教育機関を卒業した若手技術者や修習技術者が，技術的実務に就いてから

技術士資格を獲得するまでの期間において，GAを強化しPCを取得するために行う活動を，
社会全体で支援する仕組み
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IPDでGAの取得を保証

別紙（資料３）

IPDシステム全体を運営主体が管理

IPD活動

IPDプログラム

自主的に資
質能力を高
める活動

優れた技術者や支援組
織等から支援を受けなが
ら資質能力を高める活動

今後技術士分科会において検討すべき事項
⑴ IPD活動で育成するべき能力の明確化
⑵ IPDプログラムの体系の構築
⑶ IPDプログラムの分類
⑷ IPD支援者（メンター）の機能の整理
⑸ 若手技術者及び修習技術者のIPD活動の環境整備のための機能の整理

※第11期中に，IPDを通した資質能力開発支援を達成するためのロードマップ
を作成する

IPDプログ
ラムデータベ
ースの管理

IPD支援者（メンター）

若手技術者や修習技術者

修習活動にアドバイス

PDCAサイクルを回しながらセルフマネジメント
修習ガイドラインに基づいて，各学協会や教育
機関等が提供するOJTやOFF-JTの研修の
中から，自分に合ったものを選択して実施

コミュニティー形成
若手技術者・修習技術者・
メンター・研修提供者等の交流

メンター登録・検索システムに登録

活動実績
等登録

・修習ガイドラインの策定
・メンター登録・検索システム
の提供
・ロールモデルの提示 等

提供


